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一
　
は
じ
め
に

　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
吉
田
家
文
書
」
の
う
ち
に
「
諸
奉
行
」
と
称
さ
れ
る
史
料
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
室
町
幕
府
の
神
宮
開

闔
以
下
の
三
十
数
種
の
奉
行
を
あ
げ
、
そ
の
歴
名
、
任
免
記
事
、
ま
た
引
付
衆
・
評
定
衆
へ
の
昇
任
、
出
家
・
死
没
記
事
を
記
し
た
職
員

記
録
で
あ
る
。
記
事
は
お
お
よ
そ
応
永
年
間
か
ら
明
応
年
間
ま
で
、
こ
と
に
文
明
か
ら
明
応
年
間
の
事
情
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
奉

行
人
の
人
事
や
履
歴
を
知
る
の
に
有
益
な
史
料
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
、
國
學
院
大
學
・
同
図
書
館
の
ご
高
配
に
よ
り
、「
吉
田
家
文
書
」
を
あ
ら
た
め
て
調
査
・
撮
影
す
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
い
た（

1
（

。
と
く
に
「
舜
旧
記
」「
諸
奉
行
」
に
つ
い
て
は
、
紙
背
文
書
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
料
紙
に
傷
み
が
見
ら
れ
、
今
後

の
保
存
に
む
け
て
修
補
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
史
料
保
存
技
術
室
（
修
補
室
）
に
お
い
て
解

体
・
修
補
を
行
な
っ
た
（
担
当
高
島
晶
彦
・
山
口
悟
史
）。
ま
た
同
写
真
室
に
お
い
て
綴
じ
を
外
し
た
状
態
の
一
枚
一
枚
の
表
裏
を
デ
ジ
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タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
（
担
当
高
山
さ
や
か
）。
修
補
を
施
し
た
原
本
は
原
状
に
戻
し
た
う
え
で
國
學
院
大
學
に
返
却
し
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
こ
の
た
び
の
解
体
修
補
の
機
会
に
本
史
料
及
び
紙
背
文
書
の
翻
刻
・
紹
介
を
行
な
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た（

2
（

。

　
　
二
　
諸
奉
行
に
つ
い
て

　
「
諸
奉
行
」
の
含
ま
れ
る
「
吉
田
家
文
書
」
は
、
京
都
吉
田
神
社
神
主
の
吉
田
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
で
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）

以
前
に
原
蔵
者
吉
田
良
兼
氏
か
ら
國
學
院
大
學
が
購
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
古
文
書
の
ほ
か
、「
天

正
五
年
・
八
年
下
向
記
」（
吉
田
兼
見
自
筆
日
記
）、
室
町
幕
府
追
加
法
を
集
録
し
た
「
建
武
以
来
追
加
」
の
写
本
「
吉
田
家
本
」
と
し
て

知
ら
れ
る
「
諸
国
奉
行
人
事
」
な
ど
貴
重
な
記
録
も
含
ま
れ
て
い
る
。
史
料
編
纂
所
で
は
、
こ
れ
ら
文
書
・
記
録
を
、
吉
田
良
兼
氏
が
ま

だ
所
蔵
し
て
い
た
戦
後
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
か
け
調
査
し
、
影
写
本
・
謄
写
本
の
か
た
ち
で
複
本

を
作
成
し
て
い
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
「
諸
奉
行
」
に
つ
い
て
も
、
昭
和
二
五
年
四
月
に
影
写
本
が
作
成
さ
れ
、『
室
町
幕
府
諸
奉
行
次
第
』

と
し
て
配
架
さ
れ
て
い
る
（
架
蔵
番
号
三
〇
四
三
―
一
七
）。
他
に
写
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

以
下
、
本
史
料
の
書
誌
と
修
補
概
要
を
ま
と
め
る
。
形
態
は
袋
綴
一
冊
（
上
下
二
か
所
の
大
和
綴
）、
綴
じ
た
状
態
で
の
法
量
は
お
お

よ
そ
縦
二
五
・
八
糎
、
横
四
四
糎
で
あ
る
。
表
紙
、
裏
表
紙
は
刷
毛
染
め
の
茶
染
紙
で
あ
る
。
原
表
紙
の
ほ
か
、
本
紙
三
三
丁
か
ら
成
る
。

本
紙
、
裏
表
紙
に
は
文
書
の
反
古
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
第
六
紙
・
七
紙
は
折
り
目
部
分
で
切
断
さ
れ
、
継
が
れ
た
ら
し
く
紙
質
が
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
挿
入
紙
一
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

修
補
は
現
状
の
形
を
極
力
変
え
な
い
必
要
最
小
限
度
の
修
理
に
留
め
た
。
裏
打
ち
紙
を
除
去
し
、
紙
に
軽
い
水
分
を
与
え
て
平
ら
に
し
、

折
れ
た
箇
所
を
伸
ば
し
た
う
え
で
プ
レ
ス
乾
燥
し
、
虫
食
い
に
よ
る
欠
失
部
分
に
似
寄
り
の
補
修
紙
を
補
填
し
た
。
そ
し
て
再
び
プ
レ
ス
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乾
燥
を
行
い
、
元
の
位
置
で
綴
じ
直
し
た
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
本
史
料
に
は
三
十
数
種
の
奉
行
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
立
項
さ
れ
て
い
る
項
目
名
を
列
挙
す
る
と
、
神
宮
開
闔
・

八
幡
奉
行
・
椀
飯
方
・
御
吉
書
・
御
的
方
・
御
祝
方
・
公
武
御
門
役
・
政
所
執
事
代
・
修
理
替
物
方
・
侍
所
開
闔
・
南
都
興
福
寺
奉
行
・

東
大
寺
奉
行
・
園
城
寺
奉
行
・
関
東
奉
行
・
鎮
西
并
異
国
・
貢
馬
方
・
公
人
奉
行
・
山
門
奉
行
・
北
野
社
奉
行
・
住
吉
社
奉
行
・
御
室
門

跡
奉
行
・
御
拝
賀
・
御
出
奉
行
・
政
所
執
事
次
第
・（
鈎
御
陣
番
）・
禁
裏
御
料
所
奉
行
・
公
方

様
御
料
所
奉
行
・
過
書
奉
行
・
河
上
過
書
・
御
元
服
事
・
奏
事
・
鬮
子
役
と
な
る
。
こ
れ
ら
は

室
町
幕
府
の
奉
行
人
の
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（

3
（

。
ま
た
本
史
料
の
内
、

一
六
紙
・
二
一
紙
な
ど
は
、
何
も
記
さ
れ
ず
白
紙
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
何
ら
か
の
奉
行
の
歴
名

が
記
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
記
載
内
容
に
も
項
に
よ
っ
て
粗
密
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
「
鎮
西
并
異
国
」
の
項
な
ど
、
必
ず
し
も
当
該
期
に
奉
行
を
勤
め
た
全
員
が
記
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る（

4
（

。
補
書
や
追
記
と
見
ら
れ
る
記
述
も
多
く
、
完
成
し
た
も
の

を
写
し
た
の
で
は
な
く
、
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
様
に
幕
府
奉
行
の
任
免

に
つ
い
て
記
し
た
史
料
と
し
て
は
「
斎
藤
基
恒
日
記
」「
斎
藤
親
基
日
記
」
写
本
に
収
め
ら
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　

本
史
料
の
成
立
に
つ
い
て
は
設
楽
薫
氏
の
検
討
が
あ
る（

5
（

。
設
楽
氏
は
、
本
史
料
の
成
立
時
期

を
記
事
の
下
限
で
あ
る
明
応
年
間
と
し
、
記
主
と
し
て
幕
府
奉
行
人
清
元
定
を
想
定
し
て
い
る
。

元
定
は
筑
後
守
貞
俊
の
子
で
、
初
名
は
元
俊
と
い
い
、
四
郎
・
左
衛
門
尉
・
式
部
大
夫
・
筑
後

守
を
称
し
た
。
父
卒
去
の
翌
年
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
に
は
じ
め
て
そ
の
名
が
見
え
、
享
徳
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二
年
（
一
四
五
三
）
政
所
寄
人
、
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
頃
御
前
奉
行
、
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
神
宮
開
闔
、
侍
所
開
闔
に
任

じ
ら
れ
た
ほ
か
諸
奉
行
を
歴
任
す
る
。
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
引
付
衆
、
延
徳
四
年
（
一
四
九
二
）
式
評
定
衆
と
な
り
、
明
応
八
年

（
一
四
九
九
）
ま
で
奉
行
人
と
し
て
の
活
動
が
見
え
る
人
物
で
あ
る
。

　

設
楽
氏
は
本
史
料
の
筆
跡
が
清
元
定
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
他
の
人
物
が
姓
・
官
途
名
を
付
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
元
定

の
み
が
実
名
の
み
で
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
あ
る
こ
と
、
元
定
が
奉
行
人
事
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
し
た
「
御
元
服
聞
書
」
な
ど
を
記
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
徴
証
か
ら
、
本
史
料
を
清
元
定
の
筆
に
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
元
定
と
同
時
代
の
宝

徳
か
ら
文
明
年
中
の
記
録
は
詳
細
で
あ
る
こ
と
、
他
方
で
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
簡
略
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
明

応
年
間
に
元
定
が
自
ら
の
記
録
や
覚
書
を
中
心
に
、
書
写
収
集
に
よ
っ
て
所
持
し
て
い
た
記
録
等
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
斎
藤
基
恒
日
記
」「
斎
藤
親
基
日
記
」
に
見
え
る
任
免
記
事
も
元
定
の
手
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
史
料
が
吉
田
家
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
清
家
の
所
持
し
て
い
た
記
録
等
が
吉
田
家
に
流
入
し
た
過
程

に
つ
い
て
も
、
設
楽
氏
が
検
討
し
て
い
る
。
元
定
の
子
貞
春
に
は
四
郎
総
昌
と
い
う
養
子
が
い
た
。
こ
の
総
昌
は
、
実
は
清
原
宣
賢
の
子

で
、
吉
田
兼
右
の
弟
に
あ
た
る
（
前
掲
系
図
参
照
）。
総
昌
は
足
利
義
材
に
従
い
大
内
氏
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。
義
材
の
帰
京
後
も
大

内
氏
の
も
と
に
留
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
大
館
家
文
書
』に
は
、帰
京
を
希
む
総
昌
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。天
文
二
〇
年（
一
五
五
一
）

大
内
義
隆
が
誅
さ
れ
た
折
に
討
ち
死
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
総
昌
が
所
持
し
て
い
た
清
家
の
記
録
の
一
部
が
、
兄
の
入
嗣
先

吉
田
家
に
引
き
取
ら
れ
伝
え
ら
れ
た
。
吉
田
家
旧
蔵
史
料
の
う
ち
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
「
諸
国
守
護
人
事
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
「
吾
妻
鏡
」、
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
蔵
「
永
仁
三
年
記
」、
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
裁
判
至
要
抄
」
な
ど
も
、
同
様
に
清
元
定
が
記
し
、
総

昌
を
経
て
吉
田
家
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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三
　
紙
背
文
書
に
つ
い
て

　
「
諸
奉
行
」
の
紙
背
文
書
は
、
本
紙
三
四
紙
と
裏
表
紙
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
全
て
か
な
書
状
で
、
か
つ
ほ
と
ん
ど
が
あ
る
同

一
の
人
物
か
ら
、
懇
意
の
女
性
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
書
状
の
内
容
は
日
常
的
な
や
り
と
り
が
主
で
あ
る
。
面
会
の

約
束
、
年
始
の
あ
い
さ
つ
、
火
事
見
舞
い
に
対
す
る
礼
、
鼓
の
借
用
、
火
打
ち
袋
を
縫
う
依
頼
、
梨
打
烏
帽
子
の
依
頼
な
ど
が
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
や
り
と
り
か
ら
は
、
あ
る
い
は
両
者
は
親
密
な
仲
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　

か
な
書
状
の
常
と
し
て
年
月
日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
端
上
に
「
文
明
九
正
六
」
な
ど
日
付
の
注
記
が
あ
る
文
書
が
九
通
あ
る
。
判

読
可
能
な
限
り
で
は
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
正
月
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
日
付
の
な
い
書
状
に
つ
い
て
も
、
鼓
の
借
用
に
関

す
る
話
題
な
ど
相
互
に
関
連
が
見
ら
れ
、
同
一
時
期
の
物
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
書
状
群
は
文
明
九
年
初
頭
に
出
さ
れ
た
も
の
が
主
で
あ

ろ
う
。

　

ま
ず
差
出
の
人
物
に
つ
い
て
探
る
。
署
名
は
「
千
（
あ
る
い
は
「
ち
」）」
の
一
字
が
五
通
に
見
え
、
一
三
紙
・
三
五
紙
で
は
「
兼
舜
」

と
あ
る
。
ま
た
第
一
一
紙
を
見
る
と
、「
い
せ
し
も
う
さ
」
の
事
に
よ
っ
て
十
日
御
所
に
祗
候
し
て
い
な
い
、
と
い
う
言
及
が
あ
る
。
紙

背
文
書
の
多
く
が
文
明
九
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
こ
れ
は
文
明
九
年
正
月
一
三
日
の
伊
勢
下
総
守
貞
数
（
法
名
顕

照
）
の
死
去
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
伊
勢
貞
数
の
死
に
よ
り
服
仮
と
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
差
出
人
は
そ
の
近
親
・
縁
者
で
あ
ろ
う
。

伊
勢
貞
数
は
政
所
執
事
を
勤
め
る
伊
勢
氏
の
傍
流
で
、
下
総
守
を
代
々
名
乗
る
一
族
の
人
物
で
あ
る
が
、
本
史
料
中
で
は
そ
の
名
は
見
え

な
い
。
貞
数
の
子
に
は
、
貞
頼
・
貞
久
な
ど
故
実
家
で
知
ら
れ
る
人
物
が
い
る
。

　

で
は
書
状
の
受
け
取
り
手
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
宛
所
に
は
「
ミ
ん
も
し
」（
第
八
紙
紙
背
）「
み
も
し
」（
第
一
二
紙
紙
背
）「
伊
民
」（
第

三
四
紙
紙
背
）
な
ど
の
表
現
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
推
す
と
「
伊
勢
民
部
卿
局
」
な
ど
の
女
房
名
を
持
つ
女
性
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
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る
。
こ
の
人
物
は
、
第
二
紙
紙
背
で
は
「
さ
へ
も
ん
の
か
み
殿
」（
畠
山
政
長
）
の
御
出
を
告
げ
て
い
る
。
第
二
三
紙
紙
背
で
も
、
書
状

の
送
手
は
相
手
に
畠
山
政
長
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
旨
を
伝
え
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
「
か
た
を
か
殿
」「
よ
さ
う
さ
へ

も
ん
」「
た
ん
げ
殿
」
な
ど
の
名
が
見
え
る
（
第
四
紙
紙
背
・
第
一
四
紙
紙
背
・
第
二
三
紙
紙
背
な
ど
）。
こ
れ
ら
も
畠
山
の
家
臣
た
ち
で

あ
ろ
う
。
畠
山
政
長
に
近
仕
す
る
人
物
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
紙
背
文
書
が
お
お
よ
そ
文
明
九
年
初
頭
の
も
の
と
す
る
と
、
設
楽
氏
が
「
諸
奉
行
」
の
執
筆
時
期
と
想
定
さ
れ
た
明

応
年
間
（
一
四
九
二
～
一
五
〇
一
）
と
は
三
〇
年
弱
の
時
期
差
が
あ
る
。
ま
た
「
伊
民
」
と
清
元
定
、
あ
る
い
は
執
筆
者
と
の
関
係
も
不

明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
母
な
ど
近
し
い
関
係
の
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

　

紙
背
文
書
の
検
討
や
本
史
料
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
多
く
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
紹
介
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

　

な
お
、本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｓ「
史
料
デ
ジ
タ
ル
収
集
の
体
系
化
に
基
づ
く
歴
史
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
構
築
の
研
究
」（
研

究
代
表
者
林
譲
、
課
題
番
号
二
〇
二
二
二
〇
〇
一
）、
同
基
盤
研
究
Ｂ
「
和
紙
の
物
理
的
分
別
手
法
の
確
立
と
歴
史
学
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
保
立
道
久
、
課
題
番
号
二
〇
三
〇
〇
二
八
七
）、
同
基
盤
研
究
Ｃ
「
室
町
後
期
・
織
豊
期
古
記
録
の
史
料
学
的

研
究
に
よ
る
政
治
・
制
度
史
再
構
築
の
試
み
」（
研
究
代
表
者
遠
藤
珠
紀
、
課
題
番
号
二
五
三
七
〇
七
六
二
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
紙
背
文
書
は
、
修
補
後
、
二
〇
一
三
年
一
月
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
史
料
編
纂
所
に
お
け
る
原
本
史
料
の
内
覧
会
（
木
展
）
に

て
展
示
し
、
来
会
者
よ
り
多
く
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
述
べ
た
い
。

　

註

　
（
1
）　

調
査
の
概
要
は
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
四
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
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（
2
）�　
『
舜
旧
記
』
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
金
子
拓
・
遠
藤
珠
紀
「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
舜
旧
記
』
紙
背
文
書
」（『
國
學
院
大
學
校
史
・

学
術
資
産
研
究
』
五
、二
〇
一
三
年
）
と
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
（
3
）�　

青
山
由
樹
「
室
町
幕
府
「
別
奉
行
」
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
』
八
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
七
年
。

　
（
4
）　

国
原
美
佐
子
「
唐
船
奉
行
の
成
立
」『
東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集
』
四
四
―
二
、一
九
九
四
年
。

　
（
5
）�　

設
楽
薫
「
清
元
定
本
「
伺
事
記
録
」
の
伝
来
」『
日
本
歴
史
』
四
五
六
、一
九
八
六
年
。
設
楽
薫
「
室
町
幕
府
奉
行
人
と
「
斎
藤
親
基
日
記
」

の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
史
学
』
一
三
七
、一
九
八
九
年
。
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【
凡
例
】

・
文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と
し
た
。

・
原
本
は
細
字
・
補
入
・
傍
書
な
ど
複
雑
な
体
裁
で
あ
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
便
宜
の
た
め
適
宜
改
め
た
。

・
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・�

欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は
［　
　

］
で
示
し
た
。
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に
〃
を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗

抹
文
字
は
、
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
■
ま
た
は

■
と
し
た
。

・
改
丁
は
半
丁
ご
と
に　

」
で
示
し
、
そ
の
下
に
〈
１
表
〉
な
ど
丁
番
号
・
裏
表
を
記
し
た
。

・�

判
読
不
能
の
文
字
の
内
残
画
等
に
よ
り
推
定
し
う
る
文
字
は
〔　
　

〕
に
入
れ
傍
に
記
し
た
。

・
そ
の
他
、
適
宜
、
○
あ
る
い
は
文
書
末
に
※
印
を
付
し
て
注
記
を
示
し
た
。

「
諸
奉
行
」

神
宮
開

　

斎
藤
加
賀
守
基
喜　

応
永
、　
　
　
　
　

同
四
郎
右
衛
門
尉
基
貞

　

飯
肥
為
種　

自
永
享
五
承
之
、　
　
　
　

松
対
貞
清

　

飯
備
為
秀　

」〈
表
紙
裏
〉

� （
外
題
）

〔
闔
〕
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一
、
神
宮
開
闔

　

斎
藤
遠
江
入
道
玄
良　

依
目
所
労
辞
退
、
長
禄
三
五
、

　

飯
尾
加
賀
守
之
清　

�

長
禄
三
五
廿
二
頭
人
、
玄
良
後
承
之
、
町
野
加
州
淳
康
同
日
被
仰
之
、
之
親
次
、
長
禄
五
八
廿
三
於
私
宅
会
合
之

時
、
依
当
座
之
口
論
、
刺
死
頭
人
町
野
加
賀
守
敦
康
、
同
日
切
腹
、
是
則
頭
人
・
開
闔
横
死
者
、
依
有
不
直
事
、

神
罰
云
々
、
当
時
為
御
造
自
会
坂
関
至
山
田
、
其
間
之
諸
関
等
停
廃
之
、
立
置
当
宮
造
替
之
関
一
所
、
往
来
人
別

百
文
充
執
納
之
、
可
遂
造
宮
功
之
旨
申
沙
汰
也
、
仍
会
坂
関
無
停
廃
之
例
、
以
此
関
務
為
園
城
寺
大
衆
之
食
物
、

已
及
闕
乏
之
間
、
大
衆
構
壇
、
倒
殿
啼
不
動
而
呪
咀
両
人
、
至
結
願
之
日
、
鼠
二
食
合
、
入
護
摩
之
火
、
焼
死
、

則
破
壇
之
時
刻
、
告
来
両
人
事
、
不
思
儀
之
旨
、
有
其
沙
汰
、
被
止
造
宮
之
関
了
、

　

飯
尾
肥
前
守
之
種　

�

寛
正
二
五
、
同
日
頭
人
、
被
仰
付
洒
掃
了
、
淳
康
之
次
、
之
清
後
承
之
、
当
時
為
侍
所
開
闔
、
依
有
触
穢
之
憚
、

辞
侍
開
了
、
文
明
五
五
廿
他
界
、
」〈
２
表
〉

　

治
部
河
内
守
国
通　

之
種
他
界
後
承
之
、
文
明
六
十
十
七
頓
死
、

　

清
和
泉
守
貞
秀　

法
名
常
通
、
国
通
他
界
後
承
之
、
文
明
十
五
八
廿
八
他
界
、
同
八
月
廿
三
日
辞
之
、

　

元
定　

�

文
明
十
九
六
廿
六
、
為
東
山
殿
上
意
被
仰
出
之
、
前
開
闔
常
通
同
十
五
年
八
月
廿
三
日
辞
退
以
後
、
無
開
闔
、
今
日
再
興
也
、

頭
人
摂
津
中
務
大
輔
政
親
也
、
養
父
之
親
朝
臣
文
明
十
三
正
十
六
他
界
已
後
、
父
奉
行
事
等
被
仰
出
之
、
其
時
十
六
七
才
歟
、

未
評
定
着
座
、
至
今
日
無
着
座
、
」〈
２
裏
〉

式
評
定
衆
、
頭
人
摂
津
掃
部
頭
之
親
辞
退
後
、
町
野
加
賀
守
淳
康
、
宝
徳
四
七
廿
二
被
仰
付
之
、
為
秀
次
也
、

引
付
衆
、

同
、
頭
人
摂
津
匠
作
之
親
朝
臣

同
、
頭
人
摂
津
匠
作
之
親
朝
臣
、

同
、
同
、

式
大
、

寛
正
二
五
廿
三
、

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
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一
、
八
幡
奉
行

　

飯
尾
肥
前
守
為
種　

法
名
永
祥
、　
　
　
　
　
　
　

飯
尾
大
和
守
貞
連　

法
名
性
通
、

　

飯
尾
肥
前
入
道
永
祥　

長
禄
二
五
廿
他
界
、　
　
　

子
息
下
総
守
為
数　

永
祥
後
相
続
、
長
禄
三
無
出
仕
、
文
正
元
十
一
出
仕
、　

　

飯
尾
肥
前
守
之
種　

長
禄
三
舎
兄
無
出
仕
後
承
之
、
文
明
五
五
廿
他
界
、

　

飯
尾
加
賀
守
為
信　

文
明
五
之
種
他
界
後
承
之
、
同
十
九
廿
七
頓
死
、

　

布
施
下
野
守
英
基　

文
明
十
十
月
為
信
後
承
之
、
至
文
明
十
七
五
廿
三
、

　

松
田
対
馬
守
数
秀　

文
明
十
七
十
一
英
基
無
出
仕
後
承
之
、
但
仮
当
社
事
申
沙
汰
歟
、

　

飯
尾
肥
前
守
為
脩　

文
明
十
八
承
之
、　
　
　
　
　

飯
和
清
房
文
明
十
九
依
望
申
被
仰
出
之　

」〈
３
表
〉

　

飯
尾
加
賀
守
清
房　

文
明
十
九
六
四
承
之
、
先
日
造
替
合
奉
行
望
申
之
、
今
日
六
四
、
改
飯
肥
州
被
仰
付
清
房
云
々
、

　

肥
禅
周
言　

俗
名
為
脩
、
延
徳
二
四
改
加
州
被
仰
付
之
、
」〈
３
裏
〉

一
、�

椀
飯
方　

先
奉
行
飯
尾
肥
前
守
之
種
・
飯
尾
兵
衛
大
夫
貞
有
、
乱
中
無
椀
飯
出
仕
、
中
比
進
納
要
脚
、
有
御
祝
、
仍
被
定
奉
行
了
、

　

松
田
対
馬
守
数
秀　

乱
中
承
之
、

　

中
沢
掃
部
大
夫
之
綱　

同
前
、
延
徳
三
正
八
死
去
、
文
明
十
五
八
十
五
止
出
仕
、

　

松
田
左
衛
門
大
夫
長
秀　

文
明
十
五
十
七
依
望
申
承
之
、
之
綱
後
也
、
与
数
秀
兄
弟
相
共
奉
行
、
其
例
不
審
、

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

寛
正
六
十
二
卅
辞
退
之
、
同
日
被
仰
付
飯
和
元
連
了
、
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松
田
孫
三
郎
英
致　

�

父
数
秀
被
召
加
引
付
衆
文
明
十
七
十
二
廿
二
、
之
間
、
同
日
依
望
申
被
仰
付
之
、
依
為
潤
色
之
奉
行
、
不
憚
人
口
歟
、

　

飯
尾
大
蔵
大
夫
兼
連　

長
享
元
十
二
卅
承
之
、
長
秀
引
付
衆
御
免
之
故
也
、」〈
４
表
〉

一
、�

御
吉
書　

前
奉
行
治
部
河
内
守
国
通
、
応
仁
以
来
無
此
儀
、

　

清
式
部
大
夫
元
定　

�
文
明
十
一
十
一
廿
三
、
御
方
御
所
御
判
始
承
之
、
此
後
無
之
、
同
日
奏
事
承
之
、
長
享
元
十
二
廿
七
、
引
付
衆
御

免
、
仍
辞
申
也
、

　

飯
尾
左
衛
門
大
夫
為
規　

延
徳
二
十
二
十
三
被
仰
付
之
、

　

飯
尾
近
江
守
貞
運　

明
応
元
十
二
廿
九
承
之
、
飯
左
大
為
規
加
引
付
衆
故
也
、
」〈
４
裏
〉

一
、
御
的
方　

乱
中
無
此
儀
、
文
明
十
一
正
十
七
再
興
、
前
奉
行
飯
肥
之
種
、
合
飯
兵
大
貞
有
、
飯
和
元
連
、
之
種
辞
退
之
後
、

　

飯
尾
近
江
守
任
連　

文
明
十
十
一
承
之
、　　
　

松
田
豊
前
守
貞
康　

同
前
、

　

松
田
対
馬
守
数
秀　

文
明
十
一
十
一
承
之
、
任
連
辞
申
之
故
也
、
貞
康
之
下
臈
也
、

　

飯
尾
与
三
左
衛
門
尉
為
規　

文
明
十
四
十
一
九
承
之
、
数
秀
辞
退
之
故
也
、

　

諏
方
信
濃
守
貞
通　

文
明
十
五
十
廿
五
承
之
、
貞
康
止
出
仕
之
故
也
、

　

松
田
左
衛
門
大
夫
長
秀　

文
明
十
七
十
一
廿
五
承
之
、
為
規
辞
退
之
故
也
、

六
御
判
始
時
、

〃

〃

〃

〃

明
応
三
十
二
廿
七
御
判
始
時
調
進
之
、

一
方
、

一
方
、

　

十
〃

〃
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飯
尾
大
蔵
大
夫
兼
連　

長
享
元
十
二
卅
承
之
、
長
秀
引
付
衆
御
免
之
故
也
、
改
元
行
、

　

中
沢
備
前
守
之
綱　

長
享
二
九
承
之
、
貞
通
引
付
衆
御
免
之
故
也
、
延
徳
三
正
八
他
界
、

　

飯
尾
中
務
大
夫
行
房　

明
応
元
十
一
被
仰
付
之
、
中
沢
次
、
其
間
御
的
無
之
、　

」〈
４
表
〉

　

布
施
右
衛
門
大
夫
貞
清　

明
応
三
十
廿
三
被
仰
付
之
、
貞
運
同
日
也
、

　

飯
尾
近
江
守
貞
運　

�
元
行
・
行
房
両
人
共
辞
退
之
故
也
、
今
日
両
人
御
太
刀
進
上
也
、
元
行
者
御
元
服
方
事
取
乱
云
々
、
行
房
者
不
知

子
細
、

慈
照
院
殿
御
代
始
、
嘉
吉
三
十
一
御
的
在
之
、
奉
行
貞
基
・
煕
基
也
、

　

松
丹
秀　

康
正
元
十
二
承
之
、
之
清
次
、
」〈
５
裏
〉

「　

依
田
左
近
大
夫
入
道
元
信
加
評
定
衆
、

　
　

布
弾
大
入
昌
椿　
　
　
　

斎
右
入
玄
観　

同
、

　
　

松
田
丹
後
守
貞
秀　
　
　

飯
尾
左
近
入
道
円
耀

　
　

飯
尾
美
濃
入
道
常
廉

　
　

治
越
禅
遵
宗

　
　

応
安
七
三
廿
三
、
布
弾
大
入
昌
椿
・
斎
藤
右
入
玄
観
等
御
免
、
」

（
挿
入
紙
）永

和
五
六
廿
五
日
着
座
始
、

応
永
三
、

宝
二
正
十
一
着
座
初
例
、

依
後
光
厳
院
御
事
延
引
、
但
正
十
有
御
評
定
、

康
暦
二
正
八
着
座
始
、

応
安
六
十
二
三
永
和
三
正
八
、

応
安
六
十
二
月
廿
七
日
、
同
月
十
七
日

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃

以
祖
父
基
明
六
波
羅
評
定
衆
例
也
、
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一
、
御
祝
方

　

飯
尾
大
和
守
元
連　

自
乱
前
承
之
、
引
付
衆
已
後
辞
之
、

　

飯
尾
隼
人
佑
任
連　

舎
兄
飯
和
州
已
後
承
之
、
文
明
七
十
二
、
舎
兄
引
付
評
次
、
文
明
十
四
正
廿
五
酉
刻
頓
死
、
四
十
九
才
、

　

松
田
豊
前
守
貞
康　

文
明
十
四
六
十
二
承
之
、
任
連
後
也
、
同
十
六
七
廿
九
他
界
、
自
去
年
十
五
、
八
月
御
折
檻
也
、

　

松
田
左
衛
門
大
夫
長
秀　

�

文
明
十
五
十
一
ヽ
承
之
、
貞
康
後
也
、
同
十
七
年
五
月
廿
四
日
一
同
遁
世
、
同
年
八
月
十
五
被
召
出
之
、
出

仕
也
、
其
間
六
月
茅
輪
御
祝
之
時
、
無
奉
行
、
仍
於
東
山
者
、
伊
勢
因
幡
守
貞
誠
奉
行
之
所
作
勤
之
、
於
京

御
所
者
、
伊
勢
二
郎
左
衛
門
尉
貞
頼
勤
之
云
々
、
同
十
八
年
正
月
五
日
御
歯
固
御
祝
之
時
者
、
長
秀
裹
頭
間
、

参
候
如
何
之
由
令
斟
酌
、
以
子
息
六
郎
十
二
才
、
勤
之
、

　

飯
尾
大
蔵
大
夫
兼
連　

長
享
元
十
二
卅
承
之
、
長
秀
引
付
衆
御
免
之
故
也
、　

」〈
７
裏
〉

一
、
公
武
御
門
役

　

飯
尾
加
賀
守
為
信　

文
明
十
九
廿
七
死
去
、
於
意
見
座
頓
死
、

　

飯
尾
彦
左
衛
門
尉
清
房　

�

文
明
十
九
承
之
、
為
信
後
承
之
、
文
明
十
五
正
、
之
綱
相
共
、
為
使
節
西
国
下
向
、
其
間
斎
上
州
豊
基
、
依

清
房
申
置
之
、
得
上
意
申
沙
汰
也
、
其
後
辞
退
、

　

元
定　

文
明
十
五
八　

為
東
山
殿
上
意
被
仰
付
之
、
有
子
細
辞
之
、

十
二
、

〃
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飯
尾
三
郎
左
衛
門
尉
為
脩　

同
十
五
九
十
九
為
東
山
殿
上
意
被
仰
付
之
、
依
元
定
辞
退
也
、　

　

備
備
中
守
秀
数　

�

同
十
六
九
廿
、
為
東
山
殿
上
意
被
仰
出
之
、
為
脩
同
年
九
七
御
折
檻
之
已
後
也
、
雖
然
為
禁
裏
可
被
仰
付
他
人
之
旨
、

依
御
申
辞
之
、

　

飯
尾
美
濃
守
貞
朝　

同
十
六
年
十
月
廿
六
被
仰
付
之
、
同
上
意
也
、　

」〈
８
表
〉

一
、�

諏
方
信
乃
守
貞
通　

文
明
十
八
十
被
仰
出
之
、
常
入
依
辞
退
也
、

一
、
中
沢
備
前
守
之
綱　

�
延
徳
元
十
二
卅
日
被
仰
付
之
、
貞
通
辞
退
之
故
也
、
先
々
一
人
也
、
今
度
種
貞
相
共
可
申
沙
汰
之
旨
、
被
仰
出

之
、
公
人
奉
行
申
沙
汰
也
、
新
儀
也
、

　
　

同
飯
尾
筑
前
守
種
貞

一
、
斎
藤
民
部
大
夫
宗
基　

延
徳
三
三
五
被
仰
仰
付
也
、
中
備
次
、
一
方
飯
筑
如
元
、
一
両
年
已
後
暇
乞
、
種
貞
一
人
勤
之
、

　

清
式
部
左
衛
門
大
夫
行
定　

至
応
永
十
一
、　

清
泉
秀
定　

自
応
永
十
一
至
永
享
三
七
、

　

飯
和
貞
連　

永
享
三
以
後
、
式
衆
辞
之
、　
　

飯
信
清
親　

自
嘉
吉
至
文
安
四
二
、

　

治
河
貞
政　

自
文
安
四
至
同
六
三
、　
　
　
　

斎
遠
玄
良　

文
安
六
四
二
至
宝
徳
二
十
二
、
」〈
８
裏
〉

一
、
政
所
執
事
代　

斎
遠
禅
玄
良
文
安
六
四
二
被
仰
付
之
、
貞
政
次
、
飯
総
州
為
数
、
宝
徳
二
十
二
十
二
、
玄
良
次
、

十
二

〃

〃

〃

慶
綱
息
、
延
徳
三
正
八
死
去
、

飯
総
為
数
、
宝
徳
二
十
二
十
二
以
来
、
式
衆
時
辞
之
、
飯
左
大
之
種
、
為
数
次
、

○
本
条
次
行
ノ

後
ヨ
リ
挿
入
ス
、

清〃
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清
和
泉
入
道
性
治　

�

俗
名
秀
定
、
応
永
十
一
清
式
部
左
衛
門
大
夫
行
定
他
界
後
承
之
、
合
奉
行
中
沢
備
前
入
道
行
靖
、
俗
名
氏
綱
、
永
享

三
七
十
二
他
界
、

　

飯
尾
大
和
守
貞
連　

法
名
性
通
、
永
享
三
性
治
後
承
之
、
式
評
定
衆
時
辞
之
、
享
徳
四
二
廿
一
他
界
、

　

飯
尾
信
濃
入
道
浄
信　

俗
名
清
親
、
性
通
後
承
之
、
文
安
四
二
廿
八
他
界
、

　

治
部
河
内
入
道
正
阿　

俗
貞
政
、
本
名
貞
栄
、
浄
信
後
承
之
、
文
安
六
三
十
六
他
界
、

　

斎
藤
遠
江
入
道
玄
良　

�
俗
基
恒
、
文
安
六
正
阿
之
後
承
之
、
宝
徳
元
十
一
廿
一
母
□
中
、
依
為
数
望
被
改
之
、
文
明
三
三
十
九
他
界
、

七
十
八
才
、

　

飯
尾
下
総
守
為
数　

�

宝
徳
元
十
二
、
玄
良
後
承
之
、
長
禄
三
御
折
檻
、
文
正
元
十
一
出
仕
、
此
間
八
个
年
、
応
仁
元
六
十
一
横
死
、
」

　
〈
９
表
〉

　

飯
尾
肥
前
守
之
種　

長
禄
二
十
二
承
之
、
舎
兄
為
数
御
折
檻
後
承
之
文
明
三
十
一
廿
三
辞
退
、
文
明
五
五
廿
他
界
、

　

清
和
泉
守
貞
秀　

法
名
常
通
、
文
明
三
、
之
種
辞
退
後
承
之
、

　

布
施
下
野
守
英
基　

�

文
明
六
、
依
望
申
改
貞
秀
被
仰
付
也
、
至
同
十
七
年
五
月
廿
三
日
、
同
十
七
年
十
二
月
廿
六
日
出
仕
之
刻
、
於
京

御
所
御
末
為
番
衆
等
横
死
、
四
十
四
才
、

　

清
備
中
入
道
性
盛　

�

俗
名
秀
数
、
文
明
十
七
十
十
九
承
之
、
去
五
月
以
後
、
英
基
并
惣
衆
遁
世
之
間
、
納
下
政
所
執
事
成
敗
也
、
蜷
川

新
右
衛
門
尉
親
元
下
書
云
々
、

引
付
衆
、

式
衆
、
文
安
四
六
出
家
、
一
眼
之
後
、

与
奪
□
承
之
、

〃

〃

〃

〃

〃

〃

納
下
加
判
貞
頼
、
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松
田
対
馬
守
数
秀　

文
明
十
八
十
一
十
三
改
清
備
入
真
性
、
被
仰
付
之
、

　

諏
方
信
乃
守
貞
通　

�

長
享
二
十
二
被
仰
付
之
、
数
秀
式
評
定
御
免
故
也
、
但
雖
式
評
定
衆
御
免
、　
　
　
　

至
于
今
上
表
不
納
之
間
、

下
書
等
在
之
、
於
納
銭
者
、
執
事
被
官
横
川
彦
次
郎
、
諸
酒
屋
并
諸
土
倉
令
納
下
之
、
下
書
計
対
州
沙
汰
云
々
、

有
名
無
実
也
、
新
儀
也
、
」〈
９
裏
〉

一
、
修
理
替
物
方　
　

松
田
豊
前
守
貞
寛　

享
徳
二
九
九
他
界
、

　

清
和
泉
守
貞
秀　

享
徳
元
九
九
貞
寛
後
、
自
乱
前
承
之
、
法
名
常
通
、
文
明
十
五
八
廿
八
他
界
、
六
十
六
才
、
同
十
一
六
廿
出
家
、

　

子
息
八
郎
左
衛
門
尉
貞
枝　

文
明
十
五
、
親
父
常
通
已
後
、
相
続
被
仰
付
之
、

　

松
田
対
馬
守
数
通　

文
明
十
六
十
廿
四
被
仰
付
之
、
貞
枝
無
出
仕
之
故
也
、

　

清
八
左
貞
枝　

文
明
十
七
年
十
一
二
被
仰
付
之
、
数
秀
辞
退
之
故
也
、
公
人
奉
行
申
沙
汰
也
、
尤
執
事
代
可
存
知
事
歟
、
不
審
、　　

　

清
備
中
入
道
真
性　

文
明
十
八
十
二
被
仰
付
之
、
貞
枝
後
也
、　

」〈
10
表
〉

　

清
筑
後
守
元
定　

延
徳
二
四
廿
六
承
之
、
真
性
式
評
定
御
免
之
故
也
、　

　

清
備
中
入
道
―
―　

辞
評
定
衆
、
重
望
申
之
、
同
二
十
一
月　

被
仰
付
之
、　　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
10
裏
〉

去
年
改
元
評
定

之
時
、為
式
衆
、

延
徳
元
十
二

廿
六
加
評
、

真
性
式
評
定
衆
事
、
摂
津
洒
掃
政
親
為
申
沙
汰
、
東
山
殿
御
免
沙
汰
在
之
、
雖
然
無
実
、
其
後
御
評
定
無
着
座
、
又
座
敷
次
第
如
元
、
引
付
・
評
定
衆
次
第
也
、

于
時
八
郎
、

真
性

〃
〃

六〃

〃
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一
、
侍
所
開
闔

　

布
野
下
野
守
貞
基　
　
　
　　
飯
尾
肥
前
守
之
種

　

治
部
河
内
守
国
通　

�

寛
正
二
五
依
承
神
宮
開
闔
、
之
種
辞
退
之
後
承
之
、
長
禄
三
被
召
加
引
付
衆
之
時
辞
之
、
文
明
二
歟
、
文
明

六
十
十
七
他
界
、

　

飯
尾
美
濃
守
貞
有　

�

国
通
後
承
之
、
雖
加
引
付
衆
、
以
祖
父
常
廉
之
例
不
辞
之
、
文
明
十
一
十
一
、
御
判
始
之
時
、
加
式
評
定
衆
之
時
、

辞
之
、
文
明
十
五
十
二
廿
九
他
界
、

　

松
田
豊
前
守
貞
康　

文
明
十
一
六
廿
九
承
之
、
貞
有
辞
退
後
也
、
文
明
十
五
八
御
折
檻
、
同
十
六
七
廿
九
他
界
、

　

飯
尾
三
郎
左
衛
門
入
道
永
承　

俗
為
脩
、
文
明
十
八
六
十
被
仰
付
之
、
侍
所
未
補
、
貞
康
以
来
無
之
、

　

清
式
部
大
夫
元
定　

�

長
享
元
十
十
三
被
仰
付
之
、
同
年
十
二
廿
七
引
付
衆
御
免
、
辞
之
、
永
承
去
九
日
他
界
、
神
宮
開
闔
如
元
、
御
陣

中
之
故
也
、

　

飯
尾
左
衛
門
大
夫
為
規　

長
享
元
十
二
卅
被
仰
付
之
、
今
日
元
定
引
付
衆
御
免
故
也
、　

」〈
11
表
〉

　

松
田
豊
前
守
頼
亮　

明
応
元
十
二
廿
九
承
之
、
為
規
之
次
也
、
為
規
被
召
加
式
評
定
衆
之
故
也
、

　

飯
尾
大
和
守
元
行　

明
応
二
正
被
仰
付
之
、
頼
亮
為
御
使
但
馬
国
下
向
之
故
也
、

　

頼
亮
重
承
之
、　

明
応
三
七
重
被
仰
付
之
、
元
行
次
、　

」〈
11
裏
〉

加
引
付
衆

時
辞
之
、

貞
基
已
後
承
之
、

長
禄
二
二
廿
、

神
宮
開
闔
承
時
辞
之
、
長
禄
三
、

文
明
八
四
廿
七
、
改
貞
頼
為
―
康
、

初
兼
連
、

〃

〃

〃

去
廿
七
日

〃

〃
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南
都
興
福
寺
奉
行

　

肥
禅
永
祥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
禅
真
妙

　

飯
総
州
為
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
尾
肥
前
守
之
種

　

布
野
州
貞
基　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
施
弾
正
大
夫
忠
英
基

　

飯
尾
加
賀
守
為
信　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
豊
前
守
貞
康

　

清
八
郎
左
衛
門
尉
貞
枝　
　
　
　
　
　
　

松
田
対
馬
守
数
秀

　

飯
尾
加
賀
守
清
房　
　
　

」〈
12
表
〉

一
、
東
大
寺
奉
行

　

和
禅
性
通　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濃
禅
常
恩

　

飯
尾
大
和
守
元
連　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
尾
美
濃
守
貞
有

　

中
沢
掃
部
大
夫
之
綱　
　
　
　
　
　
　
　

飯
尾
美
濃
守
貞
朝

　

松
田
対
馬
守
数
秀　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
丹
後
守
長
秀

　

飯
尾
大
蔵
大
夫
元
行　
　
　

」〈
13
表
〉

長
禄
二
五

廿
他
界
、

真
妙
後

承
之
、

之
種
後
承
之
、
文
明

十
九
廿
七
死
去
、

貞
康
御
折
檻
後
、
文
明

十
五
十
一
承
之
、

英
基
次

承
之
、

享
徳
四
二
廿
一
他

界
、
六
十
一
才
、

親
父
性
通

後
承
之
、

貞
有
後
、
依

望
承
之
、

之
綱
御
折
檻
後
、
文

明
十
五
十
一
承
之
、

親
父
常
恩
後
承
之
、
文
明
十
二

十
二
廿
九
頓
死
、
五
十
六
才
、

応
仁
元
十
十
三
他

界
、
六
十
六
才
、

貞
枝
御
折
檻
後
、
文
明

十
六
十
廿
四
承
之
、

為
信
後
承
之
、
文
明

六
八
廿
九
死
去
、

親
父
祥
順

後
承
之
、

親
父
永
祥

後
承
之
、

舎
兄
無
出
仕
後
承
之
、

文
明
五
五
廿
他
界
、

文
安
六
七
廿

七
他
界
、

一
方
、

法
名
祥
順
、

文
明
十
八
年
、

一
方
、
俗
貞
連
、

文
明
十
五
八
十
五
清
房
相
共
止
出
仕
了
、

于
時
兵
衛
大
夫
、

長
享
二
七
七
他
界
、

一
方
、
貞
元
、

一
方
、
俗
為
行
、

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

長
享
二
七

承
之
、

親
宗
勝

次
、

宗
勝
跡
、別
奉
行
所
々
未
相
続
也
、
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一
、
園
城
寺
奉
行

　

飯
尾
大
和
守
貞
連　

法
性
通
、　

子
息
大
和
守
元
連　

性
通
後
承
之
、

　

飯
尾
大
和
大
夫
元
行　

宗
勝
次
、
」〈
14
表
〉

一
、
関
東
奉
行

　

肥
禅
永
祥　
　
　
　
　
　
　
　

子
息
総
州
為
数

　

飯
肥
州
之
種　
　
　
　
　
　
　

野
州
貞
基

　

布
野
州　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
対
馬
守
数
秀　
　
　
　
　

」〈
15
表
〉

鎮
西
并
異
国

　

一
、
飯
尾
大
和
守
貞
連　
　

　

一
、
子
息
大
和
守
元
連　
　　

�

性
通
後
承
之
、
親
性
通
他
界　
　
　

之
時
、
雖
未
加
恩
賞
方
、
依
龍
安
寺
之
執
申
、
別
奉
行
所
々
被
仰
付

之
、
日
数
過
之
後
、
被
召
加
恩
賞
方
了
、

　

一
、
飯
尾
大
蔵
大
夫
元
行　
　

父
宗
勝
延
徳
四
五
九
他
界　
後
、
別
奉
行
等
以
父
之
例
相
続
也
、
普
代
不
謂
儀
也
云
々
、
」〈
16
表
〉

俗
為
種
、
長
禄

二
五
廿
他
界
、

舎
兄
為
数
無
出
仕
時
承

之
、
文
明
五
五
廿
他
界
、

親
父
祥
順
後
承
之
、
文
明

十
七
十
二
廿
六
横
死
、

文
明
十
八
承
之
、

英
基
横
死
故
也
、

之
種
後
承
之
、
文
明

六
十
一
廿
六
他
界
、

法
名
祥
順

英
基

于
時
新
左
衛
門
尉
、

斎
藤
加
賀
守
基
喜

〃

〃

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃

親
永
祥
存
生
之
時
、
被
仰
付
之
、

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

蔵〃

永
祥
後

応
仁
元
六
十
一
横
死
五
十
四
也

法
名

性
通
、

享
徳
四
二

廿
一
、

法
名

宗
勝
、宗

勝
次
、

六
十

三
、
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一
、
貢
馬
方　
　

応
仁
以
来
無
此
儀
、
以
前
治
部
河
内
守
国
通
奉
行
也
、

　

斎
藤
上
野
介
豊
基　

�

文
明
十
一
七
廿
四
承
之
、
但
無
貢
馬
、
同
十
二
十
二
廿
九
加
引
付
衆
、
仍
辞
退
、
同
十
五
年
十
二
十
一
死
去
、

五
十
才
、

　

飯
加
為
行　

永
享
十
、　　
　
　

清
筑
貞
俊　

文
安
三

　

治
河
国
通　

文
安
六
、

　

清
式
部
大
夫
元
定　

文
明
十
五
承
之
、
応
仁
兵
乱
已
後
無
貢
馬
、

　

飯
尾
左
衛
門
大
夫
為
規　

延
徳
二
十
二
十
三
被
仰
付
之
、

　

飯
尾
美
濃
兵
衛
大
夫
春
貞　

明
応
元
十
二
廿
九
、
為
規
引
付
衆
已
後
、

　

諏
方
左
近
大
夫
貞
説　

明
応
四
十
二
十
一
、
春
貞
辞
之
故
也
、　

」〈
17
表
〉

一
、�

公
人
奉
行　
　

肥
禅
永
祥
、
同
子
息
下
野
守
為
数
、
濃
禅
常
恩
、
次
第
如
此
、

　

布
施
下
野
守
貞
基　

応
仁
承
之
、
濃
禅
常
恩
辞
退
之
故
也
、
文
明
七
十
一
廿
六
他
界
、

　

松
田
丹
後
守
秀
興　

文
明
七
十
二
月
承
之
、
同
十
三
年
三
月
依
所
労
出
家
、
法
名
宗
棟
、
同
四
月
九
日
辞
公
人
奉
行
、
同
廿
日
他
界
、

　

飯
尾
美
濃
守
貞
有　

�

同
十
三
六
十
一
、
以
伊
勢
守
貞
宗
被
仰
付
之
、
去
五
月
九
日
被
仰
付
、
第
二
座
飯
尾
大
和
守
元
連
、
今
度
為
御
方

御
所
様
云
第
一
座
、
云
普
代
、
旁
以
理
運
之
上
者
、
可
被
仰
付
貞
有
之
由
、
及
数
个
度
執
御
申
之
間
、
被
仰
付
之
、

五
、

〃

四〃

応
仁
元
八
廿
三
他
界
、
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同
年
十
二
廿
九
他
界
、
五
十
五
才
、

　

飯
尾
大
和
守
元
連　

�

文
明
十
四
二
十
被
仰
出
之
、
於
此
一
流
者
始
也
、
依
一
座
被
仰
付
事
、
尤
流
例
也
、
同
十
七
八
十
五
出
家
、

五
十
六
才
、

　

松
田
対
馬
守
数
秀　

明
応
元
十
朔
承
之
、
御
判
御
教
書
元
定
調
之
、

　

飯
尾
加
賀
守
清
房　

明
応
二
閏
四
被
仰
付
之
、
対
州
正
覚
寺
在
陣
歟
、
未
上
洛
之
間
、
先
一
旦
被
申
請
之
、
家
初
例
歟
、　

」〈
17
裏
〉

一
、
山
門
奉
行

　

肥
禅
永
祥　
　
　
　

布
施
下
野
守
貞
基

　

飯
尾
下
総
守
為
数　

長
禄
二
、
親
永
祥
後
相
続
承
之
、
所
労
之
間
為
代
申
沙
汰
、

　

清
和
泉
守
貞
秀　

貞
基
無
出
仕
之
間
、
被
仰
付
之
歟
、
彼
出
仕
已
後
辞
之
哉
、　

　

舎
弟
肥
前
守
之
種　

長
禄
三
、
為
数
無
出
仕
後
承
之
、

　

布
施
弾
正
大
夫
忠
英
基　

文
明
七
十
一
廿
六
、
祥
順
他
界
後
相
続
承
之
、

　

飯
尾
大
和
守
元
連　

文
明
五
、
之
種
他
界
後
承
之
、　

」〈
19
表
〉

　

飯
尾
加
賀
守
清
房　

文
明
十
八
、
英
基
次
也
、

　

飯
尾
大
蔵
大
夫
元
行　

親
宗
勝
次
、　

」〈
19
裏
〉

○
本
条
次
行
ノ
後

ヨ
リ
挿
入
ス
、

一
方
、

一
方
、
法
名
祥
順
、
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一
、
北
野
社
奉
行

　

肥
禅
永
祥　
　
　
　
　
　

飯
尾
下
野
守
為
数

　

肥
前
守
之
種　

長
禄
三
、
為
数
無
出
仕
已
後
承
之
、

　

斎
藤
遠
江
入
道
玄
良　

寛
正
二
、
禅
与
為
御
師
職
為
松
梅
院
之
時
、
承
之
、

　

之
種　

松
梅
院
禅
親
子
息
禅
椿
本
復
之
時
、
又
為
奉
行
、

　

布
施
野
州
貞
基　

文
明
五
、
之
種
他
界
後
承
之
、　

」〈
20
表
〉

　

子
息
弾
正
大
夫
忠
英
基　

文
明
六
、
父
他
界
後
相
続
承
之
、

　

飯
和
禅
宗
勝　

俗
元
連
、
文
明
十
七
年
九
月
承
之
、
英
基
無
出
仕
後
也
、

　

松
田
丹
後
守
長
秀　

長
享
元
九
、
於
坂
本
禅
与
被
召
出
時
、
被
仰
付
之
、

　

飯
尾
肥
禅
周
言
延
徳
二
□
改
長
秀
被
仰
付
之　

」〈
20
裏
〉

一
、
住
吉
社
奉
行

　

飯
尾
美
濃
入
道
常
恩　

俗
貞
元
、
応
仁
元
十
十
三
他
界
、

　

布
施
下
野
守
貞
基　

法
祥
順
、
文
明
六
十
一
廿
六
他
界
、

　

飯
尾
兵
衛
大
夫
貞
有　

応
仁
元
、
父
常
恩
後
相
続
承
之
、
文
明
十
二
十
二
廿
九
他
界
、

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
方
、

一
方
、
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布
野
弾
正
大
夫
忠
英
基　

文
明
六
、
父
後
相
続
承
之
、
同
十
七
年
五
廿
三
、
止
出
仕
、

　

中
沢
備
前
守
之
綱　

�

文
明
十
五
貞
有
他
界
日
、
依
望
申
、
彼
申
沙
汰
別
奉
行
事
被
仰
付
之
、
同
十
五
年
正
、
清
房
相
共
為
使
節
西
国
下

向
、
同
八
月
上
洛
、
止
出
仕
、
両
人
同
前
、　

」〈
21
表
〉

　

清
式
部
大
夫
元
定　

文
明
十
五
、
之
綱
無
出
仕
後
承
之
、

　

中
沢
備
前
守
之
綱　

一
方
承
之
、
布
野
州
已
後
、　

」〈
21
裏
〉

一
、
御
室
門
跡
奉
行

　

布
野
下
野
守
英
基　

文
明
十
七
五
廿
三
止
出
仕
、
同
年
十
二
廿
六
出
仕
之
日
横
死
、

　

松
田
豊
前
守
貞
康　

文
明
十
四
八
止
出
仕
、
同
十
五
年
七
廿
九
他
界
、

　

清
八
郎
左
衛
門
尉
貞
枝　

文
明
十
五
貞
康
無
出
仕
後
承
之
、
同
十
六
年
九
七
止
出
仕
、
飯
三
郎
左
為
脩
同
時
、

　

松
田
対
馬
守
数
秀　

文
明
十
六
、
貞
枝
無
出
仕
後
承
之
、

　

清
式
部
大
夫
元
定　

文
明
十
七
十
二
廿
、
自
門
跡
以
伝
奏
依
被
御
申
請
、
被
仰
付
之
、
先
規
云
々
、
英
基
無
出
仕
後
也
、　

」〈
22
表
〉

御
拝
賀　
　
　
　
　
　

御
直
衣
始
御
参
内

　

二
階
堂
大
夫
判
官
政
行　
　
　

飯
尾
大
和
入
道
宗
勝

一
方
、

一
方
、

二
、

〃

大
将
、
文
明
十

八
七
廿
九
、

文
明
十
九

正
廿
五
、

正
五

上
、

惣
奉
行
、

以
子
息
新
左
兼
連
代
、
為
奉
行
、
法
躰
之
故
也
、
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中
沢
備
前
守
之
綱　
　
　
　
　

松
田
左
衛
門
大
夫
長
秀

　
　

政
行
朝
臣　

文
明
十
九
正
廿
二
四
品
、

慈
照
院
殿
御
代　

享
徳
四
八
廿
七
御
拝
賀
、

　

惣
奉
行
摂
津
掃
部
頭
之
親　
　

右
筆
飯
尾
下
総
守
為
数
・
清
八
郎
左
衛
門
尉
貞
秀
、　

」〈
24
表
〉

御
出
奉
行

一
、
飯
尾
大
和
入
道
宗
勝　

飯
肥
之
種
已
後
歟
、

一
、
飯
尾
肥
前
守
為
脩　

文
明
十
八
七
二
、
被
仰
付
之
、
布
野
英
基
已
後
、
此
時
被
定
之
、

一
、
飯
尾
加
賀
守
清
房　

明
応
元
十
十
四
承
之
、
同
十
六
日
於
守
山
御
陣
辞
之
、
有
子
細
、
宗
勝
次
、

一
、
諏
方
信
濃
守
貞
通　

同
日
承
之
、
為
脩
次
、

一
、
布
施
下
野
守
貞
基　

自
乱
前
奉
行
、

一
、
飯
尾
肥
前
守
之
種　

同
前
歟
、

一
、
飯
尾
美
濃
守
貞
有　

之
種
次
、
文
明
五
、

布
施
弾
正
忠
英
基　

文
明
七
、
親
父
相
続
、

去
年
七
一
、

正
五
上
、

一
方
、

一
方
、
常
徳
院
殿
有
御
事
時
出
家
、
法
名
周
言
、 当

年
七
月
任
丹
後
守
、

濃
貞
有

〃

〃

〃

一
方
、

一
方
、

一
、
布

〃

〃
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一
、
飯
尾
加
賀
守
清
房　

明
応
元
十
十
四
、
於
三
井
寺
御
陣
承
之
、
一
、
貞
通
同
前
、　

」〈
25
表
〉

一
、
政
所
執
事
次
第

　
　

�

鹿
苑
院
御
代
、
伊
勢
入
道
照
禅
承
之
、
以
来
代
々
至
伊
勢
守
貞
親
相
続
之
、
慈
照
院
殿
御
元
服
之
時
、
以
鹿
苑
院
殿
御
例
、
被
仰
付

二
階
堂
大
夫
判
官
忠
行
、
経
数
年
貞
親
再
任
、
文
正　

年
与
奪
子
息
兵
庫
助
貞
宗
、

　

伊
勢
守
貞
国　

法
名
真
蓮
、

　

伊
勢
守
貞
親　

法
名
常
慶
、

　

兵
庫
助
貞

　

二
階
堂
大
夫
判
官
忠
行

　

伊
勢
守
貞
親
再
任
、　

」〈
26
表
〉

　

伊
勢
兵
庫
助
貞
宗

　

伊
勢
備
中
守
貞
陸　

延
徳
二
四
廿
七
父
与
奪
、
仍
被
仰
付
之
、　

」〈
26
裏
〉

　

長
享
二
六

　
　

於
釣
御
陣
番
候
、
被
定
奉
行
可
伺
申
訴
詔
之
旨
、
被
仰
出
之
、
鬮
子
次
第
也
、
但
両
奉
行
老
若
支
配
也
、

真
蓮
息
、

貞
親
息
、

貞
宗
息
、

〃

〃

〃

〃

〔
鈎
、
下
同
ジ
〕
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一
番　
　
　

斎
藤
大
蔵
入
道
玄
茂

　
　
　
　
　

飯
尾
隼
人
佑
貞
運

二
番　
　
　

中
沢
備
前
守
之
綱

　
　
　
　
　

斎
藤
民
部
大
夫
基
紀

三
番　
　
　

清
筑
後
守
元
定

　
　
　
　
　

松
田
九
郎
左
衛
門
尉
頼
亮

四
番　
　
　

飯
尾
美
濃
入
道
常
入

　
　
　
　
　

飯
尾
四
郎
右
衛
門
尉
種
貞　
　

」〈
27
表
〉

五
番　
　
　

飯
尾
加
賀
守
清
房

　
　
　
　
　

斎
藤
中
務
大
夫
基
聡　

」〈
27
裏
〉

一
、�

禁
裏
御
料
所
奉
行　

同
被
定
之
、
先
年
相
分
御
料
所
、
二
个
所
充
老
若
令
奉
行
之
、
催
促
御
年
貢
了
、
今
度
者
奉
行
両
人
被
定
之
、

　

飯
尾
大
和
入
道
宗
勝　
　

諏
方
信
乃
守
貞
通　

」〈
28
表
〉

一
、
公
方
様
御
料
所
奉
行　

同
前
、
政
所
執
事
代
先
々
存
之
、

七
月
七
日
他
界
、
仍
飯
尾
三
郎
左
衛
門
尉
為
秋
為
奉
行
、



171 國學院大學図書館所蔵「諸奉行」

　

松
田
丹
後
守
長
秀　
　

飯
尾
左
衛
門
大
夫
為
規

　

松
田
対
馬
守
数
秀　
　

子
息
主
計
大
夫
英
致　

」〈
29
表
〉

一
、
過
書
奉
行

　

清
式
部
大
夫
元
定　

長
享
元
八
廿
五
、
被
仰
付
之
、
公
人
奉
行
申
沙
汰
也
、
同
年
十
二
廿
七
、
引
付
衆
御
免
時
辞
之
、

　

諏
方
信
乃
守
貞
通　

長
享
二
九
十
七
引
付
衆
御
免
時
辞
之
、

　

飯
尾
左
衛
門
大
夫
為
規　

元
定
次
、
長
享
元
十
二
廿
七
、
於
釣
御
陣
被
仰
付
之
、

　

中
沢
備
前
守
之
綱　

貞
通
次
、
長
享
二
九
、
被
仰
付
之
、

　

諏
信
濃
州
貞
通　

�

之
綱
次
、
延
徳
三
三
五
、
重
被
仰
付
之
、
依
引
付
衆
御
免
、
已
辞
退
、
就
執
事
代
証
判
勿
論
歟
、
重
可
調
事
不
審
也
、

但
云
公
人
奉
行
申
沙
汰
、
云
其
身
領
状
、
予
覚
悟
停
事
歟
、

　

元
定　

可
加
証
判
之
旨
、
諏
信
州
同
日
被
仰
付
之
、

　

松
丹
州
長
秀　

延
徳
四
二
七
、
可
加
証
判
之
旨
承
之
、
元
定
今
日
式
評
定
御
免
之
故
也
、

　

松
田
豊
前
守
頼
亮　

明
応
元
十
二
廿
九
承
之
、
左
大
為
規
引
付
衆
御
免
之
故
也
、

　

飯
尾
大
和
守
元
行　

�

明
応
二
十
二
承
之
、
諏
信
州
次
、
信
州
為
引
付
衆
、
右
筆
不
審
也
、
又
依
一
級
辞
退
、
又
不
審
也
、
雖
為
引
付
衆
、

執
事
代
之
故
歟
、　

」〈
30
表
〉

於
御
陣
被
仰
付
之
、

一
方
、

一
方
、

同
前
、
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一
、
河
上
過
書

　

飯
尾
肥
禅
永
元

　

松
田
対
馬
守
数
秀　

宗
勝
次
歟
、

　

清
筑
後
守
元
定　

明
応
元
十
二
十
九
承
之
、
永
元
次
、

　

諏
方
信
乃
守
貞
通　

明
応
四
四
七
、
始
被
調
之
、
元
定
加
判
、
数
秀
次
、　

」〈
31
表
〉

一
、
御
元
服
事　

明
応
三
十
、

　

惣
奉
行
摂
津
掃
部
頭
政
親

　

松
田
主
計
大
夫
英
致　

明
応
三
九
廿
七
被
仰
付
之
、
慈
照
院
殿
御
例
、

　

飯
尾
大
和
守
元
行　

同
日
被
仰
付
之
、
自
兼
日
御
祝
奉
行
之
故
也
、

　
　

�

先
々
御
要
脚
納
銭
方
也
、
今
度
於
納
銭
者
、
依
難
事
行
被
付
段
銭
、
同
十
月
十
一
日
、　　
　
　
　
　
　
　

各
召
守
護
代
於
公
方
大

庭
渡
之
、　

」〈
32
表
〉

奏
事　

飯
総
為
数
、
宝
徳
三
正
十
一
、　

松
丹
秀
興
、
享
徳
三
正
十
一
、
孔
子
役
松
九
貞
頼
、　

飯
与
三
左
之
種
、
康
正
二
正
十
一
、

　

元
定　
　
　
　
　
　
　
　

文
明
十
一
十
一
廿
三
、
常
徳
院
殿
御
判
始
御
評
定
時
也
、

祖
父
例
歟
云
々
、

国
分
者
於
公
人
奉
行
同
月
九
日

在
之
、
奉
書
日
付
十
月
九
日
、

同
日
御
吉
書
、
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飯
尾
加
賀
守
清
房　
　
　

長
享
改
元
八
九
、
御
評
定
時
勤
之
、
今
日
為
引
付
評
定
衆
、

　

飯
尾
兵
衛
大
夫
春
貞　
　

延
徳
二
七
五
、
御
判
始
・
御
評
定
時
勤
之
、

　

布
施
右
衛
門
大
夫
貞
清　

明
応
三
十
二
廿
七
、
御
元
服
・
御
評
定
時
勤
之
、　

」〈
33
表
〉

鬮
子
役　

斎
五
英
基
、
宝
徳
三
正
十
一
、　

元
俊
、
享
徳
元
十
二
二
、

　
　
　
　

松
九
貞
頼
、
享
徳
四
正
十
一
、　

矢
野
孫
太
貞
倫
、
康
正
二
正
十
一
、

　

松
田
八
郎
左
衛
門
尉
長
秀　
　　
文
明
十
一
十
一
廿
三
勤
之
、

　

斎
藤
遠
江
民
部
丞
宗
基　

長
享
改
元
八
九
、
御
評
定
勤
之
、
今
日
加
恩
賞
衆
、

　

清
筑
後
修
理
亮
貞
春　

延
徳
二
年
七
五
、
御
判
始
・
御
評
定
勤
之
、

　

飯
尾
加
賀
四
郎
為
輔　
　
　
　
　
　
　

明
応
三
年
十
二
廿
七
、
御
元
服
・
御
評
定
勤
之
、　

」〈
34
表
〉

　

飯
彦
次
為
脩　

長
禄
三
正
十
一
、　　
　

」〈
34
裏
〉

御
評
定
・
御
前
御
沙
汰
・
御
判
等
始
同
日
也
、

御
元
服
・
禁
色
・
将
軍
宣
下
・
御
判
始
・
御
評
定
・
御
前
御
沙
汰
等
同
日
也
、

奏
事
為
数
、

京
兆
再
任
、

于
時
恩
賞

方
衆
也
、

奏
左
大

之
種
、

今
日
任
左
衛
門
尉
、
廿
二

才
、
今
度
臨
時
移
右
筆
、



174

紙
背
文
書

○
第
二
紙
紙
背

　
　

な
を
〳
〵
い
そ
き
候
て
、
一
筆
令
啓
候
、
さ
へ
も
ん
の
か

　
　

ミ
殿
御
出
の
事
、
く
ハ
し
く
心
ゑ
ま
い
ら
せ
候
、

こ
れ
よ
り
申
候
ハ
ん
と
、
と
り
む
か
ゐ
ま
い
ら
せ
候
を
り
ふ
し

の
文
、
ま
こ
と
に
〳
〵
畏
入
存
候
、
御
は
く
ろ
に
つ
け
か
ゝ
り

て
候
間
、
一
筆
ま
い
ら
せ
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
三
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　

返
々
つ
ゝ
ミ
の
事
た
の
ミ
入
存
候
、
い
か
さ
ま
御
身
つ
か

　
　

ら
を
こ
し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

こ
の
ほ
と
ハ
久
な
に
事
と
も
わ
た
ら
せ
お
ハ
し
ま
し
候
哉
、
御

ゆ
か
し
く
存
候
、
さ
て
ハ
一
日
の
火
事
つ
き
候
て
、
御
お
と
つ

れ
に
あ
つ
か
り
候
事
、
返
々
千
万
畏
入
存
候
、
さ
て
ハ
御
む
つ

か
し
き
申
事
に
て
候
へ
共
、
つ
ゝ
み
い
つ
か
た
へ
も
御
か
り
候

て
給
候
へ
く
候
、
た
の
ミ
入
存
候
、
よ
ろ
つ
い
や
八
殿
ゑ
申
ま

い
ら
せ
候
、
御
身
つ
か
ら
あ
な
か
し
く
、

※
文
明
九
年
正
月
二
九
日
、
勝
定
院
よ
り
出
火
し
て
、
細
川
邸

や
禁
裏
周
辺
が
火
災
に
あ
っ
て
い
る
（『
長
興
宿
袮
記
』
な
ど
）。

○
第
四
紙
紙
背

「（
異
筆
（文

明
九
正
四
始
」　
（
切
封
）

　
　
　

�

な
を
〳
〵
か
た
を
か
殿
に
同
道
申
候
て
い
か
さ
ま
可
参

候
、
よ
ろ
つ
こ
年
よ
り
御
よ
う
事
な
き
や
う
に
と
を
か

し
く
て
候
、
あ
ら
〳
〵
、
候
や
〳
〵
〳
〵
、

と
し
の
は
し
め
の
文
、
ま
こ
と
に
〳
〵
め
て
た
く
う
ち
を
き
か

た
く
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
、
一
日
ハ
誠
に
文
給
て

候
つ
れ
共
、
御
ま
へ
に
候
て
御
返
事
申
候
ハ
す
候
、
只
今
み
え

候
ま
ゝ
進
覧
候
、
御
し
や
う
く
わ
ん
候
ハ
ヽ
、
御
う
れ
し
く
候

へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
五
紙
紙
背

「（
異
筆
（文

明
九
正
六
」　　
（
切
封
）
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�

め
て
た
く
こ
と
し
よ
り
色
々
の
御
ふ
よ
う
と
も
可
書
候
、

よ
ろ
つ
を
か
し
き
よ
り
ま
て
も
に
て
候
、
あ
ら
〳
〵
〳
〵

〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
、

候
や
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
也
、

是
よ
り
申
候
ハ
ん
と
、
と
り
む
か
ゐ
ま
い
ら
せ
候
つ
る
を
り
ふ

し
の
文
、
ま
こ
と
に
〳
〵
御
心
さ
し
の
す
へ
と
、
御
う
れ
し
く

て
候
、
さ
て
ハ
な
時
に
て
も
候
へ
、
お
ほ
し
め
し
よ
り
候
ハ
ん

時
、
ふ
と
〳
〵
可
参
候
、
よ
ろ
つ
御
身
つ
か
ら
を
こ
し
ま
い
ら

せ
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
挿
入
紙
紙
背

ま
い
り
候
へ
く
候
、
こ
れ
わ
と
か
の
お
に
て
ま
い
り
候
歟
、
め

て
た
く
候
、

○
第
六
紙
紙
背

　
　
　
（
白
紙
）

○
第
七
紙
紙
背

　
　
　
（
半
紙
欠
）

あ
ら
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
、
す
い
さ
ん
候

や
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
〳
〵
、
を
ハ
し
候
や
〳
〵
〳
〵
、
あ
な

か
し
く
、
候
や
〳
〵
〳
〵
、

　
　
　
（
切
封
墨
引
）

ミ
ん
も
し　

そ
れ
□
□
ま
い
る
へ
し　
　
　

千　
　
　

○
第
八
紙
紙
背

「（
異
筆
（九

正
十
一
」

　
　

く
れ
〳
〵
待
入
ま
い
ら
せ
候
、

さ
き
に
ハ
文
給
候
ほ
と
に
、
や
か
て
〳
〵
御
返
事
候
つ
る
、
ま

い
り
候
や
、
ま
つ
〳
〵
見
事
の
え
た
た
ま
ハ
り
候
、
御
う
れ
し

さ
申
尽
か
た
く
候
、
さ
て
ハ
お
も
ひ
よ
り
候
ぬ
申
事
に
て
候
へ

共
、
こ
つ
ゝ
み
い
つ
く
に
て
も
候
へ
、
御
か
り
候
て
此
許
へ
給

候
ハ
ヽ
、
い
か
程
〳
〵
御
う
れ
し
く
候
へ
く
候
、 ○

後
筆
に
て

抹
消
す
、
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○
第
九
紙
紙
背

　
　
　

�

な
を
〳
〵
梅
戸
殿
を
も
て
つ
ゝ
み
二
か
う
こ
の
物
に
進

之
候
哉
、
御
ひ
ま
候
ハ
ヽ
、
か
ま
へ
て
〳
〵
御
出
候
て

御
物
語
と
も
候
へ
く
候
、

昨
日
者
い
そ
き
候
て
御
返
事
い
か
ゝ
申
候
哉
、
無
御
心
元
候
、

さ
て
ハ
御
つ
ゝ
ミ
二
か
う
梅
戸
殿
面
此
使
に
ま
い
ら
せ
候
、
世

間
の
ふ
つ
そ
う
申
ハ
か
り
な
き
次
第
に
て
候
、
明
日
か
程
に
ち

と
〳
〵
御
出
も
候
ハ
ヽ
畏
入
可
存
候
、
よ
ろ
つ
御
身
つ
か
ら
を

こ
し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
一
〇
紙
紙
背

「
□
（
異
筆
（

□
」

　
　

返
々
此
一
ゑ
た
御
う
れ
し
く
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
、

誠
に
文
御
め
て
た
く
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
此
ゑ
た

ま
こ
と
に
〳
〵
御
う
れ
し
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
い

せ
し
も
う
さ
事
よ
り
候
て
、
わ
れ
〳
〵
も
十
日
御
所
に
候
ハ
て
、

ま
つ
〳
〵
い
ま
れ
候
て
、
わ
た
く
し
ニ
よ
り
候
へ
、
い
か
さ
ま

御
身
つ
か
ら
を
こ
し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

［　
　
　

］　　
　
　

御
返
事
ま
い
る
へ
し　
　

千

※
「
い
せ
し
も
う
さ
事
」
は
伊
勢
下
総
守
貞
数
の
死
去
か
。
貞

総
は
文
明
九
年
正
月
一
三
日
死
去
（『
下
つ
ふ
さ
集
』）。

○
第
一
一
紙
紙
背

返
々
た
の
み
入
ま
い
ら
せ
候
、
な
を
〳
〵
わ
か
身
申
候
ハ
ん
す

る
を
、
ち
と
も
う
〳
〵
と
し
て
候
程
に
、
人
し
て
申
ま
い
ら
せ

候
、
か
し
く
、

（
結
封
墨
引
）　　

み
も
し
ま
い
る
へ
し　
　

千

○
第
一
二
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

返
々
い
そ
き
候
て
一
筆
令
啓
候
、
万
又
々
恐
々
謹
言
、

恐
々
謹
言
、

文
く
わ
し
く
心
ゑ
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
夜
前
の
し
き
御
心
し
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つ
か
に
申
ま
い
ら
せ
候
、
返
々
畏
入
存
候
事
、
如
何
様
以
面
万

可
申
承
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

正
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
舜
（
花
押
）

　
　
　
　
　

御
返
報

○
第
一
三
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

返
々
承
及
候
ヘ
ハ
、
夜
前
よ
さ
う
さ
へ
も
ん
か
た
へ
御

出
之
由
候
、
わ
れ
〳
〵
よ
そ
へ
出
候
て
御
け
さ
ん
に
入

候
ハ
て
く
ち
を
し
く
候
、

お
ほ
せ
の
こ
と
く
一
日
は
御
心
し
つ
か
に
申
承
候
事
、
返
々
畏

入
存
候
、
さ
て
ハ
可
参
候
へ
共
、
此
程
ハ
少
と
り
み
た
し
候
て
、

参
候
ハ
す
候
、
我
々
く
わ
ん
た
い
に
て
ハ
候
ハ
す
候
、
い
か
さ

ま
明
夜
わ
た
り
ハ
、
か
な
ら
す
〳
〵
可
参
候
、
よ
ろ
つ
又
々
申

候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
一
四
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

夜
前
ハ
ま
こ
と
に
御
出
候
処
ま
か
り
か
へ
り
候
つ
る
事
、
く
れ

〳
〵
く
ち
を
し
く
存
候
、
さ
て
ハ
ゆ
ふ
さ
り
わ
た
り
、
よ
さ
う

さ
へ
も
ん
、
か
た
を
か
殿
な
ん
と
同
道
候
て
、
可
参
候
、
中
々

是
よ
り
可
参
候
、
御
出
ハ
か
ま
へ
て
〳
〵
あ
る
ま
し
く
て
候
、

よ
ろ
つ
御
身
つ
か
ら
申
候
へ
く
候
、
さ
て
ハ
む
し
ん
な
か
ら
只

今
御
つ
ゝ
み
此
物
に
可
か
し
給
候
、
ゆ
ふ
さ
り
も
た
せ
て
参
候

へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
一
五
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

さ
て
ハ
此
あ
た
り
の
ふ
つ
そ
う
、
中
々
お
ほ
し
め
し
や

り
候
へ
く
候
、
い
か
さ
ま
わ
た
く
し
に
候
ハ
ん
す
る
間

に
可
参
候
、

文
く
ハ
し
く
心
ゑ
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
つ
ゝ
み
の
事
申
入
候

処
、
か
し
給
候
、
返
々
畏
入
存
候
、
い
そ
き
候
て
一
筆
申
入
候
、

よ
ろ
つ
又
々
あ
な
か
し
く
、 処

、〃
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○
第
一
六
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�
な
を
〳
〵
い
つ
と
な
く
、
た
ゝ
い
ま
の
文
、
御
う
れ
し

く
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
、

是
よ
り
申
候
ハ
ん
と
て
、
と
り
む
か
ゐ
ま
い
ら
せ
候
を
り
ふ
し

の
文
、
誠
ニ
一
し
ほ
御
う
れ
し
く
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
、
さ

て
ハ
く
ら
ま
よ
り
昨
日
下
向
申
て
、
よ
り
候
へ
、
い
か
さ
ま
今

明
日
の
う
ち
に
ふ
と
〳
〵
可
参
候
、
よ
ろ
つ
御
身
つ
か
ら
を
こ

し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
一
七
紙
紙
背

「
文
（
異
筆
（

明
九
正
月
日
日
」（
切
封
）

お
ほ
し
め
し
よ
り
候
て
の
文
、
誠
に
御
う
れ
し
く
な
か
め
入
ま

い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
此
程
よ
ろ
つ
御
物
語
申
ま
い
ら
せ
候
ハ
て
、

い
か
程
〳
〵
御
う
れ
し
く
も
候
ハ
す
候
て
も
候
ハ
す
候
、
さ
て

ハ
か
た
し
け
な
き
文
あ
り
か
た
く
、
袖
よ
り
上
に
う
ち
を
き
か

た
く
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
、
あ
ら
〳
〵
わ
か
れ
し
の
御
こ
と

葉
心
ゑ
ま
い
ら
せ
候
、
か
た
く
候
や
〳
〵
、

○
第
一
八
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

返
々
ゆ
ふ
へ
申
入
候
事
、
明
日
こ
れ
へ
御
も
た
せ
候
て
、

給
候
ハ
ヽ
御
う
れ
し
く
候
へ
く
候
、

夜
前
ハ
お
も
ひ
よ
り
候
ハ
ぬ
御
物
か
た
り
と
も
申
候
て
、
い
か

程
〳
〵
御
う
れ
し
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
こ
な
た
に

て
候
ハ
ん
す
る
間
、
御
か
し
候
へ
く
候
、
さ
て
ハ
か
の
ひ
う
ち

ふ
く
ろ
、
い
か
程
も
〳
〵
と
く
〳
〵
御
ぬ
ひ
候
て
給
候
ハ
ヽ
、

畏
入
可
存
候
、
よ
ろ
つ
又
々
か
し
く
、

○
第
一
九
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　

返
々
た
の
ミ
入
ま
い
ら
せ
候
、
よ
ろ
つ
又
々
、

文
御
う
れ
し
く
見
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
火
う
ち
ふ
く
ろ
給
候

事
、
返
々
畏
入
存
候
、
こ
ゝ
も
と
御
つ
か
い
の
見
候
こ
と
く
と

り
み
た
し
候
て
、
く
わ
し
く
申
候
ハ
す
候
、
よ
ろ
つ
御
け
さ
ん

の
時
申
候
へ
く
候
、
又
か
の
物
た
の
ミ
入
ま
い
ら
せ
候
、
あ
な

向〃

十
一〃

け
ふ〃

〃
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か
し
く
、

○
第
二
〇
紙
紙
背

「
□
（
異
筆
（

□
」

　
　
　

�

山
ゑ
の
ほ
り
の
時
は
か
な
ら
す
〳
〵
□
ま
い
ら
せ
候
、

よ
ろ
つ
又
々
、

雪
の
中
の
お
も
し
ろ
さ
、
い
つ
く
も
お
な
し
御
事
と
な
か
め
入

ま
い
ら
せ
候
、
又
す
い
さ
ん
な
か
ら
、
此
御
う
た
を
人
の
ま
い

ら
せ
候
て
、
た
ひ
候
へ
と
人
申
て
、
只
今
た
ひ
て
候
間
ま
い
ら

せ
候
、
さ
て
ハ
ゆ
ふ
へ
の
御
ふ
く
ろ
、
軈
々
御
返
事
申
候
ハ
ん

す
る
を
御
つ
か
い
の
見
候
こ
と
く
、
よ
そ
へ
ゆ
き
候
て
御
返
事

申
候
ハ
す
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
二
一
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

な
を
〳
〵
只
今
の
程
に
少
つ
ゝ
み
御
も
た
せ
候
へ
く
候
、

御
出
可
有
候
、
ま
ち
入
ま
い
ら
せ
候
、

是
よ
り
申
候
ハ
ん
と
、
と
り
む
か
ひ
ま
い
ら
せ
候
を
り
ふ
し
の

文
、
誠
に
御
う
れ
し
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
一
日
よ

そ
に
候
て
、
御
返
事
申
候
ハ
す
候
事
、
く
ち
を
し
く
て
候
、
さ

て
ハ
御
ひ
ま
も
候
ハ
ヽ
少
つ
ゝ
ミ
御
も
た
せ
候
て
、
只
今
の
ほ

と
に
、
よ
さ
う
さ
へ
も
ん
所
へ
御
出
候
ハ
ヽ
か
し
こ

○
第
二
二
紙
紙
背

「
□
（
異
筆
（

□
」（
切
封
）

　
　
　

�

さ
て
ハ
物
ゆ
ひ
も
す
こ
し
し
つ
ま
り
候
間
、
ま
つ
め
て

た
く
て
候
、
か
ふ
と
ハ
二
日
三
日
ま
つ
〳
〵
を
き
候
へ

く
候
、
か
な
ら
す
〳
〵
御
出
を
ま
ち
入
ま
い
ら
せ
候
、

さ
候
ハ
ヽ
よ
さ
う
さ
へ
も
ん
所
へ
御
出
候
へ
く
候
、

御
返
事
な
か
ら
御
う
れ
し
く
な
か
め
入
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ

少
つ
ゝ
み
も
た
せ
給
候
、
明
日
ハ
か
な
ら
す
〳
〵
ま
い
ら
せ
候

へ
く
候
、
御
ひ
ま
も
候
ハ
ヽ
、
ふ
と
〳
〵
御
出
候
て
、
御
物
か

た
り
候
ハ
ヽ
、
誠
に
御
う
れ
し
く
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
二
三
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

○
第
二

紙
欠
、
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�

返
々
さ
へ
も
ん
の
か
ミ
殿
ハ
御
め
に
か
ゝ
り
候
て
、
誠

に
御
う
れ
し
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、
又
た
ん
け
殿
へ

も
御
け
さ
ん
ニ
入
候
事
、
御
う
れ
し
く
候
由
、
よ
く

〳
〵
申
候
へ
く
候
給
候
へ
く
候
、

ゆ
ふ
へ
ハ
ま
こ
と
に
つ
い
て
な
か
ら
御
目
に
御
か
ゝ
り
候
事
、

め
て
た
く
て
候
、
さ
て
ハ
此
一
ゑ
た
見
事
さ
申
ハ
か
り
な
く
て

候
、
た
か
く
ら
殿
ハ
御
ま
ゑ
に
御
入
候
間
、
御
す
へ
り
候
ハ
ヽ

申
候
へ
く
候
、
ゆ
ふ
さ
り
わ
た
り
ま
い
り
候
て
、
よ
ろ
つ
申
ま

い
ら
せ
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
二
四
紙
紙
背

「
□
（
異
筆
（

□
□
□
三
□
」（
切
封
）

　
　
　

�

返
々
、
む
し
ん
な
か
ら
、
大
こ
を
只
今
人
の
ひ
ま
入
候

ハ
す
は
、
か
し
可
給
候
、
ゆ
ふ
さ
り
ハ
御
出
を
ま
ち
候

へ
く
候
、
よ
ろ
つ
御
身
つ
か
ら
申
候
へ
く
候
、

是
よ
り
申
候
ハ
ん
と
て
、
と
り
む
か
ゐ
ま
い
ら
せ
候
を
り
ふ
し

の
文
、
袖
よ
り
し
た
に
う
ち
を
き
か
た
く
、
な
か
め
入
ま
い
ら

せ
候
、
さ
て
ハ
大
こ
を
む
し
ん
な
か
ら
明
日
の
よ
う
に
か
り
ま

い
ら
せ
た
く
候
へ
と
も
、
明
日
に
て
候
ハ
て
は
十
六
日
の
日
わ

た
り
可
進
之
候
、
ゆ
ふ
さ
り
わ
た
り
可
参
候
、
こ
れ
ま
て
ゆ
ふ

さ
り
御
出
を
ま
ち
入
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
二
五
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

返
々
御
ま
い
り
も
候
ハ
ヽ
御
と
も
申
入
候
御
返
事
ニ
く

わ
し
く
う
け
給
候
へ
く
候
、

す
き
し
夜
ハ
御
心
し
つ
か
に
御
物
か
た
り
申
ま
い
ら
せ
候
、
ま

こ
と
に
〳
〵
御
う
れ
し
く
て
候
、
さ
候
ハ
ヽ
御
む
つ
か
し
く
候

ハ
ん
す
れ
と
も
く
た
し
候
へ
、
御
と
も
申
た
く
て
候
、
御
返
事

ま
ち
候
て
、
く
は
し
く
ま
い
り
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
二
六
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

さ
て
ハ
御
こ
し
か
た
な
只
今
ま
い
ら
せ
候
ハ
ん
す
れ
共
、

日
く
れ
候
程
に
明
日
は
と
く
〳
〵
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、

よ
ろ
つ
又
々
、
返
々
昨
日
は
御
共
申
候
て
、
わ
す
れ
か

御
申
候
て

〃

〃

〃

〃

〃

只
今　
　
　

程
に

〃

〃
　

〃

〃

〃

申
ま
い
ら
せ
候
、

〃

〃

〃
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た
く
お
も
ひ
ま
い
ら
せ
候
、

た
ひ
〳
〵
の
御
ふ
ミ
、
ま
こ
と
に
〳
〵
御
う
れ
し
く
お
ほ
え
さ

せ
お
ハ
し
ま
し
候
、
さ
て
ハ
十
九
日
の
上
の
事
ハ
、
一
ち
や
う

に
て
候
、
い
か
さ
ま
明
夜
わ
た
り
参
候
て
、
よ
ろ
つ
申
候
へ
く

候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
二
七
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

返
々
御
こ
し
か
た
な
只
今
此
物
に
ま
い
ら
せ
候
、
よ
ろ

つ
又
々
、さ
て
ハ
さ
の
ミ
〳
〵
む
し
ん
な
か
ら
、少
つ
ゝ

み
此
物
に
か
し
給
候
ハ
ヽ
畏
入
可
存
候
、

昨
日
は
た
ひ
〳
〵
の
文
ま
こ
と
に
〳
〵
御
う
れ
し
く
存
候
、
さ

て
ハ
御
こ
し
か
た
な
・
御
あ
ふ
き
ま
い
ら
せ
候
、
い
か
さ
ま
ゆ

ふ
さ
り
わ
た
り
ふ
と
〳
〵
参
候
て
、
万
可
申
承
候
、
く
れ
〳
〵

一
日
ハ
御
と
も
申
候
て
、
畏
入
存
候
、
よ
ろ
つ
御
身
つ
か
ら
を

こ
し
ま
い
ら
せ
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
二
八
紙
紙
背

　
　
　

�

候
へ
く
候
、
よ
ろ
つ
又
々
、
返
々
く
れ
〳
〵
、
つ
ゝ
ミ

な
か
〳
〵
か
り
ま
い
ら
せ
候
て
、
む
し
ん
申
ハ
か
り
な

き
事
に
て
候
、
や
か
て
〳
〵
か
へ
し
ま
い
ら
せ
候
ハ
ん

す
る
を
、少
よ
う
の
事
候
て
、延
引
申
候
、よ
ろ
つ
又
々
、

ま
つ
〳
〵
雨
中
の
御
と
せ
ん
、
い
つ
く
も
お
な
し
御
事
と
お
し

ハ
か
り
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
昨
日
あ
ふ
き
と
り
を
と
し
て
候
、

只
今
御
つ
か
い
に
ま
い
ら
せ
候
、
つ
ゝ
み
な
か
〳
〵
か
り
ま
い

ら
せ
候
て
、
む
し
ん
申
ハ
か
り
な
き
事
に
て
候
、
只
今
か
へ
し

ま
い
ら
せ
候
、
こ
ゝ
も
と
と
り
み
た
し
候
間
、
い
か
さ
ま
御
心

し
つ
か
に
申
承

○
第
二
九
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

返
々
昨
日
御
つ
ゝ
ミ
・
あ
ふ
き
二
色
も
た
せ
候
て
か
、

と
ゝ
き
候
哉
、
無
御
心
元
候
、

文
御
う
れ
し
く
見
ま
い
ら
せ
候
、
き
の
ふ
ハ
御
つ
ゝ
ミ
ま
い
ら

せ
候
つ
る
、
と
ゝ
き
候
哉
、
無
御
心
元
候
、
登
山
之
事
ハ
ま
つ

つ
る

〃
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〳
〵
延
引
候
間
、
め
て
た
く
て
候
、
よ
ろ
つ
又
々
あ
な
か
し
く
、

○
第
三
〇
紙
紙
背

　
　
　
（
切
封
）

　
　
　

�

さ
て
ハ
明
夜
わ
た
り
ふ
と
〳
〵
参
候
へ
く
候
、
わ
た
く

し
の
も
う
〳
〵
ハ
、
い
ま
た
む
つ
き
に
て
よ
り
候
へ
、

よ
ろ
つ
又
々
、

い
つ
と
な
き
御
事
に
て
候
へ
と
も
只
今
の
文
御
う
れ
し
く
な
か

め
入
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
は
此
夕
か
た
参
た
く
候
へ
と
も
、
あ

し
た
御
て
う
し
事
候
て
、
此
御
所
様
れ
ん
き
な
ん
と
御
出
候
程

に
御
共
に
参
候
、
よ
ろ
つ
御
身
つ
か
ら
、
あ
な
か
し
く
、

○
第
三
一
紙
紙
背

　
　
　

�

返
々
此
色
々
た
の
ミ
入
ま
い
ら
せ
候
、
い
そ
き
候
て
よ

ろ
つ
又
々
一
筆
申
入
候
、

と
り
あ
へ
す
一
筆
申
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
か
の
け
い
こ
に
御

い
て
候
て
、
な
し
う
ち
へ
ほ
し
一
め
ん
な
ん
と
た
の
ミ
入
ま
い

ら
せ
候
、
五
日
六
日
の
間
に
て
候
、
ゆ
ふ
へ
ハ
御
と
も
申
、
よ

そ
に
よ
り
候
つ
れ
、
よ
ろ
つ
又
々
、
あ
な
か
し
く
、

［　
　
　
　
　

］　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千

○
第
三
二
紙
紙
背

「
□
（
異
筆
（

□
□
後
」

　
　

返
々
た
の
ミ
入
ま
い
ら
せ
候
、

け
さ
ハ
文
の
御
返
事
や
か
て
〳
〵
申
候
つ
る
、
さ
て
ハ
い
そ
き

候
て
、
一
筆
申
ま
い
ら
せ
候
、
さ
て
ハ
つ
ゝ
み
、
さ
の
ミ
む
し

ん
な
か
ら
一
か
う
に
て
も
候
へ
、
二
か
う
に
て
も
候
へ
、
此
物

に
給
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

○
第
三
三
紙
紙
背

　
　

さ
て
ハ
た
く
ひ
な
き
一
ゑ
た
見
え
き
た
り
候
ま
ゝ
進
之
候
、

ゆ
ふ
へ
ハ
色
々
御
く
る
ひ
と
も
に
く
た
ひ
れ
候
て
、
い
ま
た
け

さ
ハ
さ
ん
〳
〵
の
し
き
に
て
候
、
仍
そ
れ
の
御
少
つ
ゝ
み
此
物

に
か
し
給
候
ハ
ヽ
、
御
う
れ
し
く
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、
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○
第
三
四
紙
紙
背

「（
端
裏
ウ
ハ
書
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
□

　
　
（
捻
封
墨
引
）　

伊
民　

御
返
報　
　
　
　

千
」

　
　

よ
ろ
つ
又
々
申
候
へ
く
候
、

誠
雨
中
の
御
と
せ
ん
、
い
つ
く
も
お
な
し
御
事
と
お
し
ハ
か
り

ま
い
ら
せ
候
、
只
今
の
文
、
殊
に
御
う
れ
し
く
存
候
、
さ
て
ハ

つ
ゝ
み
此
物
に
ま
い
ら
せ
候
ハ
ん
す
れ
と
も
、
御
入
候
ま
し
く

候
と
存
候
て
、
進
之
候
ハ
す
候
、
御
よ
う
候
ハ
ヽ
、
も
た
せ
ま

い
ら
せ
候
へ
く
候
、
あ
な
か
し
く
、

○
裏
表
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